・相談支援連絡会の事業報告（現状と課題）

１、相談支援連絡会の目的と 内容 
（１）障がい者相談支援システムの構築

· みよし市の障がい者相談支援システムを構築する。

→平成２１年度前半で検討したシステム案に沿って対応している。

→必要に応じて、臨機応変に対応、適宜修正を加えていく。

（２）障がい福祉サービスの支給決定プロセスの検討

· 自立支援給付・地域生活支援事業（以下、「障がい福祉サービス」という。）の支給決定プロセスの検討、見直しを行う。

→サービス利用意向調査の段階で相談支援担当者としての週間計画表（ケアプラン）を作成し、そのプランに必要なサービス量を申請してくる手順としている。

（３）障がい福祉サービス利用意向調査（訪問調査）の実施、ニーズの把握

· 障がい福祉サービスの利用意向調査（訪問調査）を利用者全員に実施。

→訪問調査を各相談支援事業所に依頼して２人一組で訪問。障がい福祉サービスの支給量や利用状況を確認してくる。そのときに、障がい者本人や保護者の困っていること、ニーズなどを直接聞いてきている。（継続中）

（４）障がい福祉サービスの支給決定量の確認

· 訪問調査の結果（情報）を相談支援連絡会に諮り、各相談支援担当者が共有する。

→新規で障がい福祉サービスの利用申請をされた方、すでに障がい福祉サービスの支給決定を受けている方の障がい福祉サービスの支給決定量の確認を行う。

→７月より実施。途中経過は後述。

（５）個別支援会議の開催

· 必要に応じて、相談支援連絡会で、または随時で個別支援会議を行っていく。

→相談支援連絡会で障がい福祉サービス支給量の検討や情報の共有化を行うことで、相談支援や個別支援会議が必要なケースが浮かんできた。

→訪問調査から相談支援につながったケースも増え、連絡会の場で個別支援会議を行うこともあった。

（６）相談支援専門員の質の向上と連携

· 相談支援専門員の質の向上と連携に向けた取り組みを実施。

→外部講師に依頼し、相談支援従事者フォローアップ研修を実施。（２月１日）

→協議会事務局が企画した研修にも積極的に参加してもらっている。

→障がい者相談支援担当が月に１回程度集まり、各事業所の現状や課題についての情報を共有化することで、相談支援事業所同士の連携をはかっている。

２、今年度のスケジュール

	内容
	４～６月
	７～９月
	１０～１２月
	１～３月

	システム構築
	○案提出、検討
	○現状、課題確認
	○適宜修正
	

	支給決定プロセスの検討
	○案提出、検討
	○実施
	
	

	訪問調査

ニーズ把握
	○実施方法検討
	○実施及び報告
	
	

	支給量確認
	○実施方法検討
	○連絡会で実施
	
	

	個別支援会議
	○会議随時
	○連絡会で実施
	
	

	専門員質向上

事業所連携
	○課題を出す

○研修随時

○連絡会開催
	○課題提出
	○戸枝氏講演聴講
	○相談支援研修

	協議会全体

（参考）
	6月 児部会(1)

保育士向け研修

（ほぼ毎月）
	8・9月

保健師向け研修

（保護者対応、豊田市こども発達センター視察）
	10月 全体会

11月 児部会(2)

12月 全体研修

(発達障がいについて)


	ＰＲイベント 2月

3月1日 児部会

3月18日 全体会


３、サービス利用意向調査の中間報告
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�A訪問系サービスに関すること（居宅介護、移動支援など）
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�Fその他地域生活に関すること

（余暇のこと、緊急時のこと、医療のこと、将来的なことなど）

サービス利用意向調査　課題抽出一覧　（7〜1月）

ニーズ調査の結果とその割合
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－考察－

・「⑦地域生活に関すること」が多いが、内容としては緊急時の対応について、将来的な不安についてなどが多い。これらは普段から準備しておくことで、対応できるケースも多々あると思われる。

・次に「⑤相談支援の充実に関すること」が続く。相談支援体制の充実に努めているが、どこに相談に行っていいか分からないという声も多く、相談支援窓口ついてより一層の周知・ＰＲが必要である。

・訪問系サービスについては、移動支援の内容に関することが大部分。休日や夕方に利用者が集中するので、サービス事業所の増加を望む声も多い。

・その他、日中活動系の事業所は徐々に増加しつつあるが、居住の場（ＧＨ、ＣＨ）についてはほぼなく、将来的な不安にもつながっていると思われる。
４、地域支援マップ作成プロジェクトについて
（１）経緯と目的

· 市内相談支援事業所の相談員（もしくは調査員）によって情報の質や量に違いがあってはならず、共通の情報を持つ必要がある。

· 市内の障がい福祉に関わっている方、もしくは関わろうとしている方にとって、分かりやすい資料が必要。

以上のような理由から、相談支援連絡会の中で地域支援マップ（パンフレット）を作成すべきという意見が出た。そこで、相談支援連絡会とは別にプロジェクト（マップ作成チーム）を設け、計画的に作成していくこととなった。

作成チームの構成員は、相談支援事業所に所属する方のうち、みよし市障がい者自立支援協議会会議に直接参加していない方を募った。（より多くの方に自立支援協議会に参加してもらい、その主旨を理解してもらうため。）

（２）作成チームの構成員
　構成員に事務局とリーダー、アドバイザーを置く。

	事業所名
	職種
	氏名
	備考

	しおみの丘
	施設長
	松平　幸彦
	アドバイザー

	
	支援員
	坂野　あずみ
	

	わらび福祉園
	職業指導員
	柿下　大悟
	HPリーダー

	ひかりの丘みよし
	生活支援員
	木村　和央
	パンフリーダー

	生活支援センターひかりの丘
	生活支援ワーカー
	戸村　智香
	

	みよし市社会福祉協議会
	在宅サービス課係長
	村松　正憲
	

	みよし市福祉課
	主事
	伊豆原　章仁
	

	
	主事
	清水　慎太郎
	事務局


（３）作成スケジュール

	
	７月
	８月
	９月
	１０月
	１１月
	１２月
	１月
	２月
	３月

	ＨＰ
	顔合わせ、役割分担、原案提示
	様式検討
	様式決定
	ヒアリング
	ＨＰ掲載案作成
	合議
	
	掲載！
	PR

	パンフ
	
	
	様式検討決定
	内容
検討
	写真撮影
	パンフ案決定
	校正

発注
	完成！
	配布


５、相談支援連絡会の今後の方向性

· 相談支援事業の委託は、今年度同様に来年度も実施予定。

· 相談支援システム、支給決定プロセスについては、今年度の形式で進めつつ、その時々に合わせて修正を加えていく。

· サービス利用意向調査（訪問調査）を行って利用者のニーズを聞き、サービス支給量の確認を行うのは、来年度以降も継続して行う。

· 相談支援や調査報告を行う中で、個別支援会議が必要であれば随時で開催していく。

· 相談支援従事者のスキルアップを目的とした研修を開催。また、協議会内・外を問わず研修には積極的に参加してもらい、質の向上を図るとともに、相談支援従事者同士の連携も深めていく。
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